
さ地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名：陽だまりの森 

サービス種類：■グループホーム ・ □小規模多機能型居宅介護 

     □地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

     □地域密着型通所介護 ・ □認知症対応型通所介護 （該当に■） 

日  時：令和 5年  7月  19日（水曜日）13時 30分～14時 30分 

場  所：陽だまりの森 多目的室 

出 席 者：7人 

利用者代表 0人 知見を有する者 2人 

利用者家族 1人 大田市職員 1人 

地域住民の代表 1人   

事業所職員（職名：管理者、計画作成担当者） 2人 

 

報告事項： 

利用者の状況 

① 入所者 2ユニット 17名      1ユニット 9名 

② 要介護度 平均 要介護  2.4 

③ 男女比率 男性 2名    女性 15名 

④  年齢  平均年齢 90歳  最高齢 99歳  

⑤ 地域別利用  

大田町 7名 仁摩町 1名 久利町 2名 大森町 1名 三瓶町 1名  

川合町 1名 祖式町 1名 大屋町 1名 温泉津町 2名 静間町 1名  

長久町 1名 富山町 1名 

 

１ 活動状況報告 

5月～7月までの活動報告、7月～9月にかけての今後の活動予定、その他の項目として、施設で

の面会対応について報告した。 

 

 



２ 意見、要望等 

〇BCP(事業継続計画)の作成について、色々な方向で準備はしてあるが、現時点で完成している状

況ではないことを伝え、より良い意見を受ける。 

地域住民の方より 

事業所のある地域は砂防ダムが設置してあり、災害に対する予防はしていること。また久利町内

全体での避難訓練等も計画していること、久利町と大屋町で連携して自主防災の検討会を行って

いることを教えてもらう。また発電機について確認がある。 

事業所として今後、実施される避難訓練や自主防災検討会への参加をさせていただきたい旨を伝

えておいた。発電機について事業所で準備はしてあることを伝え、停電時でも対応が出来る旨を伝

えておく。 

 

〇行事等について 

家族より 

コロナ感染予防をされながらも、こじんまりとしていても行事が増えることについてよかったと

感じている。今後も継続してもらいたいと思っている。 

 

〇行政より 

別紙資料として熱中症や食中毒のためのパンフレットをもらい、予防の徹底をしてもらうように

との事。 

以上 


